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ア
ダ
プ
ト
制
度
を
知
っ
た
き
っ
か
け

一
九
七
四
年
に
東
京
の
新
都
心
「
新
宿
」

に
配
属
と
な
り
、
二
四
歳
か
ら
一
四
年
間
勤

務
し
ま
し
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
の
中
で

一
か
ら
仕
事
を
覚
え
て
い
っ
た
思
い
出
深
い

街
で
す
。
そ
の
間
、
結
婚
し
、
二
人
の
子
ど

も
に
恵
ま
れ
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
し
ま
し

た
。
様
々
な
場
所
や
、
知
り
あ
っ
た
人
々
に

育
て
て
い
た
だ
い
た
街
・
新
宿
は
、
私
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
の
師
匠
で
す
。

年
に
何
回
か
、
新
宿
の
街
に
フ
ラ
ッ
と
出

か
け
ま
す
。「
伊
勢
丹
」「
三
越
」「
髙
島
屋
」

等
の
デ
パ
ー
ト
群
、「
紀
伊
國
屋
書
店
本
店
」

に
、
靖
国
通
り
の
地
下
商
店
街
「
新
宿
サ

ブ
ナ
ー
ド
」「
中
村
屋
」
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、

「
タ
カ
ノ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
」
の
ス
イ
ー
ツ
、

伊
勢
丹
会
館
の
喫
茶
「
バ
ン
」
の
ブ
レ
ン
ド

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
に
顔
を
出
し
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
街
並
み
は
今
も
ほ
と
ん
ど
が
昔
の
ま
ま
、

青
年
時
代
に
戻
れ
る
場
所
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数
カ
月
の
間
、
異
変
に

気
づ
き
ま
し
た
。
道
路
や
公
園
な
ど
に
散
見

さ
れ
て
い
た
ゴ
ミ
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で

す
。
清
掃
会
社
に
よ
る
清
掃
の
ほ
か
に
な
に

か
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
な
ん
と

な
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

七
月
に
入
り
、
私
の
住
む
昭
島
市
の
広
報

誌
で
“
道
路
・
公
園
な
ど
の
美
化
・
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
～
ア
ダ
プ
ト
制
度
に
登

録
を
～
”
の
記
事
を
目
に
し
ま
し
た
。“
道

路
や
公
園
な
ど
を
定
期
的
に
美
化
・
清
掃

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
随
時
募
集
、

市
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
や
清
掃
道
具
・
ゴ

ミ
収
集
袋
の
提
供
な
ど
で
活
動
を
支
援
”と
、

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
興
味
を
も
ち
、
市

の
委
員
会
で
知
っ
た
、
生
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
の
片
岡
課
長
、
山
田
さ
ん
を
訪
ね
、
お
聞

き
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

平
成
一
四
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
市
と
住

民
の
協
働
に
よ
る
公
共
施
設
の
美
化
清
掃
活

動
で
あ
る
こ
と
、
現
在
三
六
グ
ル
ー
プ
が
活

動
、
清
掃
か
ら
花
壇
の
花
づ
く
り
ま
で
行
い
、

年
々
拡
大
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
発
展

し
、
市
の
活
性
化
に
効
果
あ
る
活
動
で
あ
る

こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
民
が
自

分
の
ま
ち
を
愛
す
る
こ
と
か
ら
無
償
で
活
動
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
「
生
き
が
い
」
を
も

っ
て
や
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
、
そ
れ

が
ア
ダ
プ
ト
制
度
と
知
り
ま
し
た
。

新
宿
も
ア
ダ
プ
ト
制
度
が
盛
ん
で
あ
る
こ

と
を
知
り
、
ゴ
ミ
の
減
少
は
こ
の
こ
と
だ
っ

た
の
か
と
分
か
り
ま
し
た
。
目
か
ら
鱗
が
落

ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
で
こ
の
活

動
を
紹
介
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
一
つ
と

し
て
伝
え
て
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

東
京
都
新
宿
区
の
ア
ダ
プ
ト
活
動

早
速
、
新
宿
区
役
所
み
ど
り
土
木
部
道

路
課
、
み
ど
り
公
園
課
を
訪
ね
ま
し
た
。

東
京
都
庁
舎
を
も
つ
新
宿
区
は
人
口
約

愛するまちは自分たちで守る
美しい住みよい
まちづくり・
アダプト制度
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三
一
万
九
千
人
、
東
京
都
の
中
心
的
な
繁
華

街
と
し
て
、
行
楽
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
賑
わ

う
街
で
す
。
毎
日
多
く
の
人
た
ち
が
行
き
来

し
、
そ
の
分
ゴ
ミ
が
数
多
く
放
出
さ
れ
、
清

掃
や
美
化
の
強
化
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
宿
区
で
は
平
成
一
三
年
に
、
公
園
の
里

親
制
度
（
区
の
支
援
に
よ
り
、
区
民
が
公
園

を
清
掃
、
除
草
、
植
栽
の
手
入
れ
な
ど
に
よ

り
育
て
管
理
す
る
活
動
）
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
後
、
区
の
道
路
に
お
い
て
も
清
掃
・
美
化

活
動
（
区
民
に
よ
る
区
道
の
管
理
）
が
始
ま

り
、
平
成
一
五
年
よ
り
本
格
的
な
ア
ダ
プ
ト

制
度
と
し
て
の
活
動
に
な
っ
た
こ
と
を
伺
い

ま
し
た
。「
公
園
の
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
と

名
付
け
ら
れ
、
九
六
グ
ル
ー
プ
約
一
〇
〇
〇

人
が
八
五
公
園
で
、
区
道
で
は
「
道
の
サ
ポ

ー
タ
ー
制
度
」
と
名
付
け
ら
れ
、
三
八
グ
ル

ー
プ
約
三
〇
〇
人
が
活
動
、
年
々
拡
大
し
、

ま
ち
の
美
化
活
動
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
、

愛
す
る
街
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
精
神

で
活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

自
治
体
担
当
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

─
─
導
入
の
き
っ
か
け
は
？

元
々
「
公
園
愛
護
会
」
や
「
区
民
花
壇
」

で
区
民
に
よ
る
公
園
の
美
化
・
清
掃
活
動
が

あ
り
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
各
グ

ル
ー
プ
固
有
の
活
動
に
留
ま
り
、
発
展
は
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
的
に
広
が
っ
て
い

る
自
治
体
と
市
民
の
協
働
に
よ
り
行
う
ア

ダ
プ
ト
制
度
を
平
成
一
三
年
九
月
に
導
入

し
、
活
動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。「
公
園
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
命
名
し
、

当
初
は
約
二
〇
団
体
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
年
々
拡
大
し
、
現
在
は
九
六
団
体
約

一
〇
〇
〇
人
が
登
録
し
、
一
八
七
の
区
公
園

の
う
ち
八
五
公
園
で
美
化
清
掃
活
動
等
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
外
国
人
、
企
業
、
個
人
で

の
登
録
も
可
能
で
す
。

─
─
今
後
の
進
む
べ
き
方
向
性
は
？

「
公
園
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
活
動
に
よ
り
、

新
宿
区
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ

公
園
を
地
域
の
宝
物
に

　

～
公
園
の
サ
ポ
ー
タ
ー

新
宿
区
み
ど
り
土
木
部

み
ど
り
公
園
課
公
園
管
理
係

主
任
主
事　

内
田　

明
さ
ん

新宿区 公園のサポーター サインボード
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ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
進
展
す
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
区
は
、
道
具
の
貸
出
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
付
与
な
ど
で
支
援
、
区
民
は
登
録
し
無

償
で
活
動
し
ま
す
。
登
録
に
期
限
は
な
く
退

会
し
な
い
限
り
自
動
更
新
で
す
。
ま
た
、
花

壇
の
花
づ
く
り
で
は
、
苗
木
、
土
、
肥
料
な

ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
活
動
を
意
義
づ
け

る
た
め
、
活
動
場
所
の
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
設

置
や
、
腕
章
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
公
園
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
続
き
、
平
成

一
五
年
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
三
八
団

体
約
三
〇
〇
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
商
店

街
や
町
会
、企
業
の
方
々
が
主
体
的
に
活
動
、

個
人
参
加
も
増
え
て
い
ま
す
。
道
路
は
区
と

区
民
の
共
有
の
財
産
で
す
。
こ
の
サ
ポ
ー
タ

ー
制
度
に
よ
り
、
区
民
が
自
発
的
に
区
道
に

愛
着
を
も
ち
快
適
な
環
境
を
創
り
出
す
よ
う

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
区
は
、
サ
イ

ン
ボ
ー
ド
の
設
置
や
花
苗
の
提
供
等
を
行
い
、

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
活
動
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
や
防

犯
と
い
っ
た
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
へ
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
新
宿
の
「
し
ん
か
い
ば
し
児
童

遊
園
」
で
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
を
し
て
い
る
リ

ー
ダ
ー
の
安
田
明
雄
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い

ま
し
た
。

ア
ダ
プ
ト
活
動
リ
ー
ダ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新
宿
区
に
は
、
地
区
別
に
一
〇
の
協
議
会

が
あ
り
、
そ
の
一
つ
柏
木
地
区
協
議
会
副
会

長
を
や
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
五
年
に
、
柏

木
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
で
地
域
の

課
題
が
議
論
さ
れ
、「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
提
案
し
た
こ
と
が
発
端
で
す
。
中

で
も
「
子
ど
も
の
安
全
、
安
心
な
場
所
づ
く

り
」
を
重
点
的
に
考
え
る
こ
と
と
な
り
、
安

全
な
場
所
＝
公
園
と
位
置
づ
け
、
公
園
の
調

査
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

柏
木
地
区
に
あ
る
一
二
の
公
園
の
内
、
六

公
園
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、自
宅
そ
ば
の
「
し

ん
か
い
ば
し
児
童
遊
園
」
が
、
安
全
、
安
心

面
で
最
低
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
見
通
し

が
悪
く
防
犯
上
の
問
題
が
あ
る
こ
と
が
原
因

で
し
た
。
公
園
は
「
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
」、

「
安
全
、
安
心
で
あ
る
こ
と
」、
そ
し
て
、「
大

勢
の
住
民
が
利
用
す
る
こ
と
」
が
必
要
で
す
。

現
状
で
は
ど
れ
も
適
応
し
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

改
善
す
る
た
め
、
そ
の
後
、
地
域
の
人
た

ち
を
中
心
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
議
論

を
重
ね
ま
し
た
。
公
園
の
解
体
や
マ
ン
シ
ョ

ン
建
築
な
ど
の
声
も
上
が
り
ま
し
た
が
、
住

民
の
一
声
「
都
会
で
一
旦
空
間
を
失
う
と
二

度
と
確
保
は
難
し
い
。
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
も
空
間
を
残
す
の
は
大
人
の
責

務
で
は
な
い
か
。」
が
引
き
金
と
な
り
、
区

の
支
援
で
公
園
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
七
年
三
月
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
、
住
民
手
づ
く
り
に
よ
る
オ
ー
プ

区
道
は
区
民
の
み
な
さ
ん
の

財
産
で
す

　

～
道
の
サ
ポ
ー
タ
ー

新
宿
区
み
ど
り
土
木
部

道
路
課
工
事
調
整
係

井
上
直
子
さ
ん

柏
木
地
区
協
議
会

副
会
長　

安
田
明
雄
さ
ん

都
会
の
公
園
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
大
切
な
場
所
、

次
世
代
へ
の
引
き
継
ぎ
は
大
人

の
責
務

しんかいばし児童遊園

アダプト制度　基本モデル
行政と市民が協働で進める、新しい「まちの美化プログラム」

●市民の役割＝美化・清掃活動、活動報告
●自治体の役割＝市民の美化・清掃活動の支援
　清掃用具の提供、傷害保険への加入、サインボードの提出、
　ゴミの回収
●合意書＝自治体と市民団体が調印

・美化・清掃の場所＝一定区画の公共場所（駅前、繁華街、
一般道路、公園、河川、海浜など）
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ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
区
長

を
始
め
、
区
の
関
係
職
員
、
新
宿
警
察
生

活
安
全
課
の
人
た
ち
も
出
席
し
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
防
犯
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
の
コ

ー
ス
に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
け
い
さ

つ
か
ん
立
寄
所
」
の
看
板
を
区
で
初
め
て
設

置
、
そ
し
て
汚
か
っ
た
ト
イ
レ
に
は
、
子
ど

た
ち
が
楽
し
い
夢
の
あ
る
イ
ラ
ス
ト
が
描
か

れ
、
公
園
は
き
れ
い
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
新
宿
警
察
生
活
安
全
課
の
方
に
よ

る
手
作
り
の
「
け
い
さ
つ
か
ん
立
寄
所
」
の

看
板
は
し
ん
か
い
ば
し
児
童
遊
園
の
看
板
を

モ
デ
ル
に
し
て
、
新
宿
警
察
署
管
内
の
全
て

の
公
園
、
小
学
校
に
設
置
す
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

公
園
を
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
に
保
つ
た
め
、

同
時
に
「
公
園
の
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
に
登

録
し
ま
し
た
。
一
五
名
で
ス
タ
ー
ト
、
年
々

参
加
者
が
増
え
現
在
二
二
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
内
、
三
名
の
男
性
は
四
〇
歳
代
の
現

役
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
。
年
齢
制
限
は
設
け

ず
、
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
参
加
し
、
公
園

の
美
化
清
掃
、
花
壇
で
の
花
づ
く
り
な
ど
で

生
き
が
い
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
区
内
の
北
柏
木
公
園
の
サ
ポ
ー
タ
ー

と
も
連
携
し
助
け
合
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、

他
の
公
園
に
も
輪
を
広
げ
協
力
し
あ
い
、
明

る
い
公
園
を
維
持
す
る
よ
う
活
動
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

岐
阜
市
の
ア
ダ
プ
ト
活
動

ア
ダ
プ
ト
制
度
を
更
に
知
ろ
う
と
思
い
、

ア
ダ
プ
ト
制
度
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る

社
団
法
人
食
品
容
器
環
境
美
化
協
会
を
取

材
し
、
日
本
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
ア
ダ

プ
ト
制
度
が
盛
ん
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
中
で
も
自
治
基
本
条
例
の

中
に
ア
ダ
プ
ト
制
度
を
盛
り
込
み
、
活
発
に

実
施
し
て
い
る
岐
阜
市
を
訪
問
し
、
活
動
の

実
態
を
伺
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

岐
阜
市
は
人
口
約
四
二
万
人
、
岐
阜
県

庁
所
在
地
で
す
。
岐
阜
城
を
代
表
と
し
た
歴

史
と
文
化
が
息
づ
く
城
下
町
、
長
良
川
や
金

華
山
の
山
並
み
な
ど
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
風
光
明
媚
な
ま
ち
で
す
。

先
ず
は
ア
ダ
プ
ト
制
度
を
担
当
す
る
市
民

協
働
推
進
課
を
訪
ね
ま
し
た
。

岐
阜
市
は
歴
史
と
文
化
に
育
ま
れ
、
住
民

の
郷
土
愛
が
厚
く
、
い
つ
ま
で
も
美
し
い
ま
ち

を
維
持
し
て
い
く
意
識
が
高
く
、
元
々
市
民

参
加
の
美
化
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
道
路
や
公
共
の
場
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て

な
ど
が
散
見
、
市
と
住
民
の
協
働
に
よ
る
美

化
清
掃
活
動
を
統
一
し
た
枠
組
み
で
つ
く
ろ

う
と
の
考
え
が
打
ち
出
さ
れ
、
平
成
一
六
年

に
ア
ダ
プ
ト
制
度
を
導
入
、
現
在
八
二
団
体

約
一
二
〇
〇
〇
人
の
市
民
が
活
動
し
て
い
る

先
進
的
な
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

自
治
体
担
当
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

─
導
入
の
き
っ
か
け
は
？

市
民
と
行
政
に
よ
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
る
た
め
市
民
参
画
の
具
体
的
な

協
働
手
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
ア
ダ
プ
ト
制
度

を
導
入
し
ま
し
た
。

「
岐
阜
版
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
“
ぎ

み
ん
な
で
育
て
る
公
共
空
間

～
岐
阜
版
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
“
ぎ
ふ
ま
ち
育
て
隊
”

岐
阜
市
市
民
参
画
部

市
民
協
働
推
進
課

主
幹　

青
木
由
美
子
さ
ん

公園のアダプト活動
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─アダプト活動はどのように生まれたのですか？

1985年、アメリカのテキサス州運輸局が、ハイウェイの
ごみ散乱対策として、ボランティアによる「アダプト・ア・
ハイウェイ・プログラム　Adopt A Highway Program」を
導入、企業や市民団体に道路の清掃・美化の維持管理を委
託したのが始まりです。

現在はほぼ全州で行われ、対象も道路、公園、河川、湖沼、
海岸などあらゆる公共空間へ拡大しています。さらにカナダ、
ニュージーランド、プエルトリコなど各国でも実施されてい
ます。

アダプト（Adopt）とは「養子にする」という意味で、
道路や公園といった公共の空間を「養子」に見立て、地元
の市民や企業・団体が我が子のように愛情をもって清掃・
美化する活動です。日本では、1998年徳島県神山町で初
めて導入され、2009年末現在では、約400の自治体で
430プログラム、19,000団体、95万人が活動、現在も増
え続けています。地元の行政と「合意書」などを締結し、
場所や実施回数、活動内容などを決め、活動します。行政
は清掃用具の提供やサインボードの設置などで市民の活動
を支援します。

─日本ではどのように拡大していったのですか？

1973年に、環境美化を目的に飲料団体が当協会の前身

である協議会を立ち上げました。そして、1982年に社団
法人食品容器環境美化協会が設立されました。これまで
30年以上にわたって、あらゆる機会を活用して「ポイ捨て
防止」「まち美化」を呼びかけてまいりました。

1997年に、アメリカで多くの州が取り入れ急速に発展
している美化清掃活動のアダプト・プログラムに着目し、
自治体、学識経験者、企業やNPOなどの有識者からなる
研究会を設置し、効果的なまちの美化について調査研究を
進め、1998年に日本版アダプト・プログラムを全国の自
治体などに提案しました。同じ時期に徳島県神山町で日本
のアダプト活動第1号が誕生しています。

パンフレットやビデオの送付によるPRに加え、1999年
からシンポジウムの開催、必要に応じ各地に出向き説明す
るなど、普及活動を続けています。1995年の阪神淡路大
震災のボランティア活動がきっかけで、公共の場におけるボ
ランティア活動や協働の意義が再確認され、波及していっ
たことも、アダプト・プログラム拡大の要因の一つだと思
います。

現在、全国で95万人によるアダプト活動が行われていま
す。日本のボランティア人口は700～800万人と言われて
いますので1割以上に当り、年々その比重が増しています。

2008年に、アダプト制度に先進的に取り組んでいる11
自治体に参加いただき、アダプト・プログラム研究会をス
タートしました。東海大学河井教授を座長に迎え、アダプト・
プログラムの成果や今後の課題など、多角的な視点から討
議、研究を進めています。

明春には研究報告書として取りまとめる計画です。

社団法人食品容器環境美化協会　

業務部長　宮本和幸さん

アダプト活動の誕生経緯と現在の規模、
将来について

Column
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活動団体数の推移

当協会の推定　09年活動団体数19,000団体
過去8年間で約16倍に規模拡大

「統一美化マーク」
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ふ
ま
ち
育
て
隊
〟」
と
命
名
し
、
平
成
一
五

年
に
モ
デ
ル
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
一
六

年
か
ら
本
格
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

─
現
在
の
規
模
、
内
容
は
？

今
年
で
、
モ
デ
ル
実
施
か
ら
八
年
目
と
な

り
ま
す
。
当
初
の
一
六
団
体
か
ら
、
現
在

八
二
団
体
約
一
二
〇
〇
〇
人
が
参
加
、
年
々

拡
大
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
活
動
中
止
団

体
は
一
件
だ
け
、
継
続
性
の
高
い
活
動
と
し

て
地
域
に
根
付
い
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、「
一
般
型
」
─
公
共
空
間

の
清
掃
、「
創
造
型
」
─
計
画
段
階
か
ら
の

参
画
、「
文
化
財
型
」─
シ
ン
ボ
ル
を
対
象（
史

跡
等
）
の
清
掃
・
整
備
に
加
え
、
河
川
の

水
質
保
全
活
動
や
堤
防
の
草
刈
と
堆
肥
化
、

ホ
タ
ル
の
保
護
活
動
等
の
「
環
境
保
全
型
」

の
四
つ
に
分
類
し
て
い
ま
す

─
市
と
市
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
？

継
続
的
に
公
共
空
間
の
美
化
活
動
を
進

め
る
た
め
活
動
団
体
と
市
（
道
路
・
公
園
・

河
川
等
の
公
共
空
間
を
所
管
す
る
部
署
）
が

覚
書
を
結
び
、
市
民
主
体
の
活
動
を
実
施
し

ま
す
。
市
（
市
民
協
働
推
進
課
）
は
、
傷

害
保
険
の
適
用
と
活
動
団
体
の
名
前
を
記
載

し
た
「
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
」
を
設
置
し
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
継
続
発
展
す
る
よ
う
に

支
援
し
て
い
ま
す
。
活
動
団
体
か
ら
は
、「
活

動
報
告
書
」
を
毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

─
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
ま
す
か
？

平
成
一
九
年
に
岐
阜
市
住
民
自
治
基
本

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
第
一
四
条
に
「
協

働
で
担
う
公
共
」
を
定
め
、
ア
ダ
プ
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
市
全
体
の
活
動
と
し
て
推
進
し

て
い
く
こ
と
を
改
め
て
打
ち
出
し
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
美
し
い
住
み
よ
い
岐
阜
市
を
目

ざ
し
、
市
の
責
務
と
し
て
、
市
民
と
協
働
し
、

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
ス
タ
ー
ト
時
よ
り
活
動
、
年
々
活

発
に
な
っ
て
い
る
「
梅
林
公
園
を
守
る
会
」

「一般型」「創造型」「文化財型」「環境保全型」の4タイプを互い
に組み合わせて展開することも考えられます。

ぎふまち育て隊の4つのパターン

環境保全型文化財型

創造型一般型

公共空間の管理を念頭に
置いた企画段階からの参画
・市民提言型
・市民・行政協働型
・行政提言型

公共空間の清掃活
動・ポイ捨て防止、
啓発活動など

環境保全に貢献する
活動

民有地内のシンボル
空間の清掃活動・整
備活動

岐阜市アダプト・プログラム　サインボード

岐阜市住民自治基本条例　冊子
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の
高
見
勝
会
長
に
伺
い
ま
し
た
。

ア
ダ
プ
ト
活
動
リ
ー
ダ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

梅
林
公
園
の
近
く
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
公
園
は
遊
び
場
で
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
公
園
に
恩
返
し
を
し
よ
う

と
の
思
い
で
、
幼
な
じ
み
三
名
で
公
園
の
清

掃
や
花
壇
の
植
栽
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
平

成
一
五
年
に
、岐
阜
市
の
ア
ダ
プ
ト
制
度「
ぎ

ふ
ま
ち
育
て
隊
」
の
提
唱
に
賛
同
、
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
発
足
時
は
一
八
人
、
現
在

は
約
五
〇
人
ま
で
増
え
、
月
四
回
の
清
掃
、

梅
の
手
入
れ
、剪
定
、竹
柵
（
全
長
二
・
五
Ｋ
）

の
補
修
な
ど
を
行
い
、
生
き
が
い
を
も
っ
て

美
し
い
公
園
を
保
つ
よ
う
活
動
し
、
維
持
管

理
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

岐
阜
市
役
所
の
Ｏ
Ｂ
、
現
職
の
方
々
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
秋
（
一
〇
月
）
に
は
芋

煮
会
を
実
施
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が
ら

結
束
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
世
代
に

繋
げ
継
続
性
の
あ
る
活
動
に
し
て
い
く
た
め
、

地
元
の
小
中
学
校
の
生
徒
た
ち
と
年
二
回
清

掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
郷
土
を
愛
す
る
気
持

ち
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
活
動
が
公
園
を

き
れ
い
に
し
、
住
民
の
憩
い
の
場
づ
く
り
と

し
て
貢
献
で
き
た
こ
と
に
大
き
な
生
き
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、

更
に
は
ま
ち
づ
く
り
に
ま
で
発
展
し
、
地
域

の
活
性
化
に
結
び
つ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま

と
め

地
域
で
は
、
自
治
会
や
町
内
会
と
い
っ
た

住
民
自
治
組
織
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
、
市
民
活
動
団
体
に
加
え
て
、
新
た
な
活

動
が
芽
生
え
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。
自

治
体
が
管
理
し
て
い
る
道
路
や
公
園
な
ど
の

公
共
施
設
を
住
民
が
面
倒
を
み
る
ア
ダ
プ
ト

制
度
が
そ
の
一
つ
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
成
果
を
上
げ
た
ア
ダ

プ
ト
制
度
が
日
本
で
盛
ん
に
な
っ
た
の
に
は
、

い
く
つ
か
の
要
素
が
考
え
ら
れ
ま
す
。「
地

方
分
権
時
代
に
入
り
、
地
域
の
個
性
を
生
か

し
た
創
造
的
地
域
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」

「
自
治
体
の
財
政
難
に
よ
り
行
政
の
事
業
を

住
民
が
シ
ェ
ア
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き

た
こ
と
」「
住
民
側
か
ら
自
分
た
ち
の
地
域

を
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
と
い
う
動
き
が
出
て

き
た
こ
と
」
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

都
市
と
地
方
を
取
材
し
感
じ
ま
し
た
。
都

市
は
ビ
ル
や
住
宅
が
密
集
し
、
あ
る
種
の
閉

塞
感
を
も
た
ら
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
心
の

や
す
ら
ぐ
生
活
空
間
が
強
く
求
め
ら
れ
、
公

園
や
道
路
の
美
化
が
必
要
と
な
る
の
で
し
ょ

う
。
一
方
、
地
方
で
は
生
ま
れ
育
っ
た
愛
す

る
ま
ち
を
い
つ
ま
で
も
美
し
く
保
っ
て
い
く

こ
と
を
住
民
が
求
め
ま
す
。
ど
ち
ら
も
住
ん

で
い
る
ま
ち
を
愛
す
る
気
持
ち
か
ら
ア
ダ
プ

ト
活
動
が
生
ま
れ
、
広
ま
っ
た
の
で
す
。

多
く
の
住
民
が
ア
ダ
プ
ト
活
動
に
よ
り
地

域
に
貢
献
し
、「
生
き
が
い
」
を
見
い
だ
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
住
民
や
世
代
間
の
交
流
が

深
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
、
地
域
の

活
力
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。“
我
が
ま
ち
を

自
分
た
ち
で
い
つ
ま
で
も
美
し
く
”
ア
ダ
プ
ト

活
動
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
協
会
職
員
／
井
桁
武
）

ア
ダ
プ
ト
制
度
で
、

ま
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い

梅
林
公
園
を
守
る
会

会
長　

高
見　

勝
さ
ん

「梅林公園を守る会」の皆さん
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─アダプト・プログラムを、どのように地域全体と関わら

せていくのですか?

地域を単に「面積」として捉えるのではなく、「多様な思
いを持ち活動し、暮らしている人たちの繋がり」と考えます。
多様な活動には、環境や子育て、まちづくり、その他趣味
の活動も仕事としての活動もあります。動きとしては目に見
えなくても思いを持つことによる繋がりもあります。これら
が繋がることで地域が形成されると考えます。

アダプト・プログラムも一つの活動として、その他の活動
と繋がり、地域を形づくっているのです。であれば、アダプ
ト・プログラムという形で、どのようにして多様な活動との
連携を行い、地域を魅力ある姿にしていくかが大切になりま
す｡ アダプト・プログラムの中に子育てや高齢者支援の活
動も含まれていて､ 重層的な繋がりができているケースもあ
ります。
─では､ その繋がりをどのように実現させるのですか?

これらの活動や思いが多くの住民に見えることが大切です。
｢自分たちはこんなことをやっている｣ ｢こんなにすごいこと
をやっている｣ を見せていく。また､ ｢ここが弱い､ ここが
不十分です｣ も見せていく。このことによって､ ｢参加した
い｣ ｢不十分なところに関わって埋めていきたい｣ という人
たちが現れます｡ アダプト・プログラムについても、見える
ようにしていく仕組みづくりが必要と思います。それを考え
るのも行政の仕事だと思います。

そのうえで繋がりを築いていくにはNPOの関わりが重要
となります。行政は公平性を必要としますが､ NPOは関係
する分野の団体に対し限定的に働くことができます。行政
より迅速に行動できます。そういう意味で､ 行政と市民を
仲介する存在としてNPOが働くことが必要です。行政と
NPOが連携し、さらに企業が加わって地域を「経営する」
仕組みが大切です。
─地域を経営するとはどのようなことですか？

地域の主権者はあくまで市民です。そのうえで地域経営
のためには3種の代理人が存在します。市民全体の代理
人である行政。環境・子育て・防災など個別のミッション
を持つ市民を代理するNPO。企業は株主や従業員として

の市民の代理人という意味を持ちます。企業は「Social 
Responsibility （社会的責任）」により地域を支援する役割
も求められます。

行政、NPO、企業がそれぞれの得意技を使って市民を代
理する。そのためには常に市民が何を考えているかを知り、
代理人が何をやろうとしているかを市民や他の代理人に伝え
なくてはいけません。

これによって、地域経営の目的である人々の持続的な幸
せを実現することが可能になります。
─そうした枠組みの中で行政はアダプト・プログラムをど

のように進めればいいでしょうか。

行政は戦略的に行動しなくてはなりません。アダプト・プ
ログラムが何をめざしているのかという方向性､ 目的を達成
するための手順を明確にし、市民や他の代理人を案内して
いくことが必要です。また、戦略は常にPDCAの発想で作
り直していかなくてはなりません。そして､ アダプト・プロ
グラムを常に ｢見えるようにしておくこと｣ が必要です。広
報誌やホームページの活用、顕彰や交流のためのイベントの
開催も意義を持ちます。

広報は､ 認知をしてもらい、さらに興味を持ってもらう
ことが大切です。ターゲットや行動変容モデルなどのマー
ケティングの発想が重要になります。例えば､ 20歳代から
30歳代の女性にアダプト・プログラムを訴求したいのであ
れば、それらの層が読むタウン誌やフリーペーパーに掲載す
ることが効果を生みます｡ 消費者の行動変化の流れを意識
することも必要です。アダプト・プログラムを知り、自分
に関わりのあることだという興味を持った市民は、さらに詳
しい情報や関連のある情報を検索します。その検索の着地
点となる場所を用意することも広報です。このとき、行政
など信頼のある機関の発信する情報に加え、アダプト・プ
ログラムの参加者などの生の声も掲載することが大事です。
これによって、情報は信憑性を持ち、参加への意欲を高め
ます。

美しい住みよいまちづくりのために取り組むアダプト・プ
ログラムが広く知られ、多様な連携ができることで､ まちの
魅力が磨かれていくことを期待しています。

東海大学文学部広報メディア学科　

教授　河井孝仁さん

アダプト制度における
“行政と市民の協働について”
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